啓林館　新編理科総合Ａ改訂版(理A 017)　観点一覧

＜内容の難易度＞
・高校理科で学習する化学や物理の基本事項が適切に取り上げられている。

・科学技術全般について，文系の生徒でも興味を持って学習できる内容が扱われている。

・大学入試センター試験程度の内容については，ほぼカバーされている。
＜内容の取り扱い＞
・博士，先生，生徒のキャラクターが適宜登場し，そのセリフでポイントを解説しているので，生徒にとっては興味をもって学習できる。

・重要事項や基本事項を黒板形式の図でまとめる工夫がされており，生徒が学習のポイントをつかみやすい。

・序章では，海水の成分，金属の製錬，エネルギーの変換，卵の殻の成分，力の大きさとばねの伸びという身近な題材を扱った実験例を通して，探究の進め方・考え方のポイントを的確につかむことができるよう工夫されている。

・第１部，第２部では，「やってみよう」という手軽に行える実験が多く配置されているので，学習内容を実験によって確認・復習することができる。

・イオンや仕事など，はじめて学習する内容については，図や写真を多用しながら丁寧に扱われている。

・炎色反応や硫黄の同素体などカラー写真が文章説明のすぐ近くに配置されており，視覚的にも生徒の理解が進む。

・酸・塩基や酸化還元などは化学Ⅰへのつながり，「発展 加速度と運動方程式」やエネルギーの保存などは物理Ⅰへつながりを配慮した記述がされている。

・酵素反応や微生物などの生物に関係する内容，また，資源の利用などの地学に関係する内容も扱われており，自然科学について総合的に学習を進めることができる。

・第３部では，科学技術の発展の経緯やその成果および今後の課題などについて図や写真とともに幅広く紹介されており，生徒自らが課題を見つけ，研究に取り組めるよう工夫された構成になっている。

＜単元の構成・配列及び分量＞
・全体的に中学校理科との関連，および化学Ⅰや物理Ⅰとの関連が配慮された構成，配列になっている。

・序章では科学の方法を習得し，続く第１部，第２部で化学・物理の基本事項を中心に知識を習得し，最後の第３部で応用的に科学技術の進歩と人間生活との関わりを生徒自らが探究できるように単元が構成されており，学習を積み重ねることによって効果的に進められるように配慮されている。

・化学の基本事項・物理の基本事項が，順序立てて配列されており，理科のオーソドックスな体系に沿って進めることができる。

・章末に学習内容のまとめと章末問題が配置されており，学習内容を確認し定着させることができる。

＜その他＞
・B5判で，図や写真が大きく掲載されており，見やすく使いやすい。

・紙の色がより白いため，数多く掲載されているカラーの図表や写真が非常に鮮明である．

・本文中の太字や重要な用語などに，適宜ふりがなをつける配慮がなされている。

・日常学習において活用できる資料として，元素の周期表のポスターが収録されている。
・実験についての注意事項や基本操作については，巻末の付録にまとめられている。

